
 

令和４年度第６回戸沢村教育委員会議事録 

               日時 令和５年２月７日（火）10時00分 

場所   中央公民館 ３階 研修室 

 

出席委員   １．市川 重保 ２．齋藤 光矢 ３．和田 史郎 ４．加藤 久和 ５．荒川 香菜子 

会議出席者  １．清水共育課長 ２．荒川学社融合主幹 ３．須田学校教育係長 

 

議事日程  日程第１  会議録署名委員の指名並びに書記の任命について 

      日程第２  前期会議録の承認について 

      日程第３  教育長行政報告 

      日程第４  議 事 

            議第１号 スポーツ環境検討委員会からの提言 

            議第２号 令和５年度村教育の重点 

開 会 

発 言 者    要   旨 

教育長 只今から、令和４年度第５回戸沢村教育委員会を開会します。 

日程第１、会議録署名委員の指名並びに書記の任命 

会議録の署名委員に和田委員、加藤委員、書記に須田係長を任命します。 

日程第２ 前期会議録会議録の承認 

承認いただけますか？ 

委 員 全員承認 

教育長 承認されました。 

日程第３ 教育長の行政報告 

     ・教育委員会事務局事業  ・戸沢学園、戸沢保育園関係  ・その他 

何かご質問等ありますか？ 

委 員 なし 

教育長 日程第４ 議題１号 スポーツ環境検討委員会からの提言   



清水課長お願いします。 

清水課長 【提言の説明】 

教育長 何か気になった点やご質問はありますか？ 

荒川委員 検討委員会に参加したが、漠然としすぎていて、やってみないとわからないという感じ。 

教育長 中学校行く前のスポ少のところは、一括で集めて低学年は色々な運動をさせて、４年生くらいから

競技ごとにする考えについて、その辺は？ 

加藤委員 それも希望者だけ？ 

教育長 希望者。無理やりは入れさせれない。 

加藤委員 いかに子どもたちに興味を持たせるか。最初のとっかかりで失敗するとそこから外れた子どもは上

に上がっていってもスポーツしなくなる。旧神田スポ少は人数も少なかったので、１年生から全員

参加でレクレーションから始めて３年生になってからサッカーやスキーやらせた。 

荒川委員 理想は全員参加。平日の学校の延長線上だと、そのまま学校に置いておけるし参加すると思う。 

齋藤委員 やってみて課題が出てくると思うが、検討部会は実施しても存続していく？ 

教育長 この検討部会はこれで終わり。 

齋藤委員 実施後の課題の問題の解決は？ 

教育長 連絡協議会で課題は協議していきたい。 

齋藤委員 危惧されるのは、子ども主体でなくて保護者の都合や意見が優先されること。子どもの意見がない

がしろにされるようなことがあると、スポーツへの関心が薄れてちょっとまずい。 

教育長 子どもへのアンケートも取ったので。地域移行に関して国が出してきたのは、全入はしないという

ことで、入らないという選択肢もある。団体競技も出来ない状況で、アンケートで入りたい部活が

ないとか、子どもの希望に合ったというと入らないという選択もけっこう高いと思う。 

荒川委員 一括で総合運動部でもいいのでは。 

教育長 実際それも選択肢として考える余地は充分ある。極めようと思ったらその専門の団体で活動する。

何もしないことを防ぐことも含めて必要なのかも。 

和田委員 スポーツ選手も他の競技を取り入れて体を作ったりする。得意な分野を見極める意味でも良いので

は。 

教育長 県の教育長会議の中で地域移行についての説明があった。国の方針変更があり、県もそれに従うし

かない中で、６月の中体連もあるし、そんなに急がなくてもいいならゆっくり考えたい。中体連は



クラブチームの参加を認める方針。 

清水課長 先日、地域移行の進んでいると地域ということで藤島のスポーツクラブの視察をしてきた。そこは

教育長の意向もあり、土日は学校の先生は部活をしない。土日は学校には頼らず保護者が中心で練

習している。 

教育長 市町村ごとの対応があるので、それぞれ違ってくる。また、うちの村は出来るところからやる方向

なので、女子バレーからやるとしても、バレーは土日顧問が休みでも他の部活はこれまでどおりに

休日部活がある。いろんな不満や不公平が出るだろう。過渡期の難しさがある。決まったことはバ

レーはやる。どうやるかはこれから。 

議第１号について、提言と取り組みについてはこのような形ですすめて宜しいか？ 

委員 全員承認 

教育長 ありがとうございます。 

続いて議第２号 令和５年度村教育の重点についてを議題とします。説明をお願いします。 

荒川主幹 【教育の重点の説明】 

教育長 ありがとうございます。質問ありますか？ 

齋藤委員 共育の連携について、最重点３項目の中の「地域学校協働本部と学校運営協議会の連携」と、重点

施策の「学校運営協議会と地域学校協働本部の一体化」とあるが、違いは？ 

教育長 学校運営協議会はコミュニティスクールで地域の人が学校の運営に参画する意図で作られている。

校長が作った学校経営について承認する立場にある。地域学校協働本部は共育活動団体とかの具体

的な地域と学校をつなぐことをしていく実働部隊。両輪なので本来の役割を担う中で、連携から始

めて一緒に進めていくのが一体化。 

加藤委員 メンバー見れば一緒が多い。でも意見が違ったりもする。 

和田委員 必ず両輪の形は残していく？ 

教育長 そうです。本来の狙いがそれぞれある。 

和田委員 組織改正で、これらの上に何かの冠を置いてそこから分けていくことはできない？ 

教育長 その上に何を置くか。置くものがない。 

その他、家庭教育の項目を起こした。保育園の園長からも保護者と一緒に活動できるものを設定し

ていきたいという意見があった。 

教育の重点については他にご質問ありませんか？ 



委員 なし 

教育長 では議第２号について、このような方針でいきたいと思います。よろしいですか？ 

委員 全員承認 

教育長 承認されました。本日の議題は以上になります。 

第６回の戸沢村教育委員会はこれで閉会します。ありがとうございました。 

  

               終了   11時00分 

 

 

 


